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研究成果の概要（和文）：本研究では、文処理における依存関係の構築を対象とした2つの課題に取り組んだ。
第一に、依存関係の構築処理の相互作用である。本研究では、疑問詞疑問文とかき混ぜ文の2つの依存関係を対
象に、どちらが優先的に構築されるかを検討した。読み時間計測実験の結果、疑問詞疑問文の依存関係が優先的
に処理されることが明らかになった。第二に、依存関係の構造的な距離が常に文処理負荷の大小の決定因子であ
るかを検討した。構造的距離が長いために処理が難しいとされてきた目的関係節であっても、適切な統語的文脈
が与えられれば、処理が容易になることを示した。

研究成果の概要（英文）： This research focused on the establishment process of linguistic 
dependencies. First, we examined the interaction in the processing of two types of dependency, the 
wh-Q dependency and the filler-gap dependency. The experimental results showed that the wh-Q 
dependency was processed preferentially to the filler-gap dependency. Second, we considered whether 
the structural distance between two elements is a crucial factor in the processing difficulty of 
Japanese relative clauses. Our experiment showed that, under certain condition, the structural 
distance is not a determinant of the processing difficulty. Instead, the predictability of the 
structure would affect the processing difficulty of the relative clause of Japanese.

研究分野：心理言語学

キーワード： 文理解　依存関係　読文時間計測実験
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 我々は、高速に入力される語/形態素に対し
て、文が終わる前から先読みしながら、それ
らを適切に組み合わせて文の意味を得よう
としている。このときに時間軸上で 1,000分
の 1秒単位で人間が行う処理の仕組みを解明
することが文処理研究の目的である。 
 近年の文処理研究において、注目されてい
るキーワードの 1 つに「依存関係」がある。
依存関係とは、「ある要素 X と文中で共起す
る必要がある要素 Yとの間に成立する関係」
と定義する。たとえば、日本語の疑問詞疑問
文（WH 疑問文）においては、動詞末に疑問
小辞の「か/の」が必要である（WH-Qの依存
関係；以下、WHQD）。(1a)が容認できて、
(1b)が容認できないのは、疑問詞「どんな」
が疑問小辞と適切な依存関係を構築できな
いためだと解釈できる。 
 
(1a) どんなパソコンを買いましたか。 
(1b) *どんなパソコンを買いましたよ。 
 
 これまでの研究では、「依存関係の構築が
必要な場合は、その距離が最短になるように
せよ」という"依存関係最短の方略"が働いて
いることが様々な研究で示されてきた。 
 これまでの研究で取り扱われてきたのは、
文中に 1種類の依存関係が含まれる場合のみ
であった。しかし、上述の「ある要素 X」に
あたる要素が、2 種類の依存関係の構築を要
求する要素の場合に、それら 2種類の依存関
係を構築するためにどのように処理が進め
られるかについては明らかでなかった。 
 また、"依存関係最短の方略"が示す「最短」
とはどのように測られるもので、その方略は
文処理過程の中でどの程度影響力の強い方
略であるかについても議論の余地がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、大別して 2つの課題に取
り組んだ。 
 
[課題①] ある要素が 2 種類の依存関係の構
築を同時に要求する場合、文処理装置は、そ
れらの依存関係のうちどちらを優先的に処
理するのか？ 
 
[課題②] 「依存関係の距離」は文処理負荷
の大小の決定にどれほどの影響を与えるの
か？ 
 
３．研究の方法 
[課題①] 日本語文理解における依存関係
の構築処理に関するこれまでの研究から、上
述の疑問詞疑問文における疑問詞と疑問小
辞との間の依存関係（WHQD）は、依存関係最
短の方略に従って処理が進められているこ
とが示されていた。また、日本語のかき混ぜ
文における、かき混ぜられた要素とその元位
置を示す空範疇の間に成立するフィラーギ

ャップの依存関係（FGD）も多くの研究で依
存関係最短の方略に従った処理が進められ
ていることが示されていた。 
 これら 2種類の依存関係が含まれる文を用
いた反応時間計測実験を行えば、どちらの依
存関係を優先的に処理しているかを知るこ
とができると期待された。 
 
[課題②] 依存関係を構築すべき2つの要素
間の距離の測定方法として、要素間に存在す
る音形を持つ言語要素の数（線的距離）によ
るとする仮説と、要素間に存在する統語的節
点の数（構造的距離）によるとする仮説があ
る。どちらの仮説を採用する場合でも、その
仮説が文処理負荷の大小を決定するのに非
常に強い影響力を持っているのであれば、安
定してその効果が観察されるはずである。あ
る特定の構文を使い、これらの仮説の影響力
の強さを検討した。 
 
４．研究成果 
[課題①] (2)では、文頭の「どの社員に」
が疑問詞を含む要素で、さらにかき混ぜられ
た要素である。 
 
(2) どの社員 i に 専務が gapi [社長が 会議
で 課長に 昇給を 約束したと] 言いました
か。 
 
時間軸に沿って次から次に入力される各要
素に対して、文処理装置は必要な処理を行な
うだけでなく、その後にどのような要素が入
力され、どのような処理が必要になるかを先
読み（予測）していると仮定すると、(2)で「社
長が」を読んだ時点で、表 1のような先読み
処理を行っていることになる。 
 
表 1. 「社長が」の時点で文処理装置が行っ
ている先読み 

 疑問小辞の位置 gapの位置 

WHQD優先 
従属節動詞 
＊距離最短 

従属節内 
＊距離最短でない 

FGD優先 
主節動詞 
＊距離最短でない 

主節内 
＊距離最短 

 
そして、その先読みの内容が正しかったかど
うかは従属節内の目的語である「課長に」を
読んだ時点で判明する。先読みどおりであれ
ば「課長に」はすんなり読めるし、先読みと
は異なる処理を「課長に」に対して行なう必
要が生じたら、「課長に」の時点での読み時
間の増大につながるはずである。 
 
(3) その社員 i に 専務が gapi [社長が 会議
で 課長に 昇給を 約束したと] 言いました
か。 
 
 読み時間計測実験では、(2)の比較対象とし
て(3)の文を設定した。こちらは FGDのみを
含む文で、「社長が」を読んだ時点で、gap



の位置を主節内に設定することが確定的な
条件である。従って、もしWHQDが優先的
に処理されているのであれば、(2)の「課長に」
は(3)よりも読み時間が長くなることが予測
されるが、FGD が優先的に処理されている
のであれば、この位置での読み時間の差は予
測されない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1. [課題①]の読み時間計測実験の結果。
左の数値が(2)の「課長に」に対する読み時
間で、右の数値が(3)の「課長に」に対する
読み時間。条件間で有意差あり。（論文[2]よ
り引用） 
 
 図 1に示す通り、読み時間計測実験の結果、
(2)の「課長に」に対する読み時間は、(3)の
「課長に」に対する読み時間よりも有意に長
かった。この結果は、、WHQD を優先的に処理
していた場合の結果の予測と合致するもの
であった。このことから、少なくとも疑問詞
疑問文の依存関係とかき混ぜの依存関係と
いう 2つの依存関係構築処理の間では、疑問
詞疑問文の依存関係の構築処理を優先的に
処理する仕組みが日本語母語話者には備わ
っていることが明らかになった。 
 
[課題②] 要素間の依存関係を扱う際に、議
論されることの1つにその依存関係の距離の
計測方法がある。たとえば、日本語の主語空
所関係節構造(4)と目的語空所関係節構造
(5)では、要素間に存在する音形を持つ言語
要素の数（線的距離）によって計測する場合
と、要素間に存在する統語的節点の数（構造
的距離）によって計測する場合で、距離の長
いものが変わる。線的距離に基づくと、
(4)>(5)であるが、構造的距離に基づくと、
(4)<(5)である。 
 
(4) [gap 議員を非難した]記者 
(5) [議員が gap 非難した]記者 
 
これまでの読み時間計測実験等で、(4)のほ
うが(5)よりも読み時間が短いという結果が
得られており、その結果に基づき、要素間の
依存関係の距離の計測方法について、少なく
とも関係節においては、構造的距離の計測方
法が妥当であると考えられてきた。 
 しかし、日本語以外の言語の関係節を対象

とした研究を見ると、線的距離でも構造的距
離でも説明できる言語か、線的距離で説明す
るほうが妥当な結果を得ている言語かのい
ずれかである場合が多く、そもそも関係節の
処理負荷の大小を決定する要因として、要素
間の依存関係の距離に基づくことが適切で
あるかどうかが疑わしかった。 
 本研究では、統語的文脈に基づく構造の予
測可能性に注目し、適切に統語的な文脈が与
えられれば、主語関係節構造であるか、目的
語関係節構造であるかが容易に予測できる
文を用いて読み時間計測実験を行った。 
 
(6) 二人の雑誌を買った高校生 
(7) 二冊の高校生が買った雑誌 
 
 (6)、(7)のように、文頭の数量詞とその直
後の名詞句との間で意味的な不整合性があ
ると、文処理装置は関係節構造であることを
強く予想することができる（Yoshida, 2006)。
さらに、その名詞句に付された格助詞を参照
することで、それが主語関係節なのか、目的
語関係節なのかが判明する。そのような特徴
を持った(6)(7)を刺激に用い、関係節主要部
名詞を対象にした読み時間計測実験を行っ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 [課題②]の読み時間計測実験の結果。左
の数値が(6)主語関係節の「高校生」に対す
る読み時間で、右の数値が(6)の目的語関係
節の「雑誌」に対する読み時間。条件間で有
意差あり。（論文[3]に基づき、作図） 
 
 図 2に示す通り、読み時間計測実験の結果、
(6)の「高校生」に対する読み時間は、(7)の
「雑誌」に対する読み時間よりも有意に長か
った。従来の研究では、主語関係節のほうが
目的語関係節よりも処理が容易であるとい
うことを示す実験結果であったが、数量詞の
意味的な不整合性を用いると、目的語関係節
のほうが処理が容易になることが示された。
この結果は、要素間の依存関係の距離に基づ
いて処理負荷の大小を説明しようとする研
究の進め方には十分に慎重になる必要があ
ることを示唆したと同時に、主語空所関係節
と目的語空所関係節の処理負荷の大小がど
のように決まるのかをより詳細に検討する
必要が生じたということを示すものであっ
た。 
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